
健康スポーツ栄養学科の教育課程は、Ⅰ）健康増進や疾病・障害予防、スポーツ現場における栄養・運動実践についての教育課程、Ⅱ）教育機関
や福祉施設等における給食管理についての教育課程、Ⅲ）食行動変容を目指した栄養教育および食環境の変化に迅速に対応できる栄養の専門家
養成についての教育課程、の3つで構成される。 
1.健康栄養コース 
栄養士免許取得のための「栄養士資格に関する科目（栄養士養成指定科目）」をベースに、食を幅広く捉える「ライフサイエンス関連科目」、健康と福
祉の関連を理解し国際的な健康を考える「健康・福祉関連科目」、および食のスペシャリストを目指す「資格関連科目」を中心に履修する。 
2.スポーツ栄養コース 
「栄養士資格に関する科目（栄養士養成指定科目）」をベースに、スポーツ栄養に関わる高い専門性を学ぶ「スポーツ栄養関連科目」および運動指針
に基づいた健康づくりや身体機能の維持増進や機能改善を学ぶ「健康運動実践指導関連科目」を履修する。 
3.それ以外に、共通教養科目や入学時教育の充実を図るための「基礎演習Ⅰ・Ⅱ」を導入して幅広い選択科目を履修する。 
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健康を維持増進するためには、「栄養・運動・休養」の3つのバランスが
大切な要素です。健康スポーツ栄養学科では、「子どもからアスリートま
での食育と栄養」、「健康増進や疾病予防のための運動と栄養」、「世
界の食生活と栄養」などを柱に、健康に必要な適切な栄養指導と運
動指導、その両方を提供できる新しいタイプの栄養 
士を養成するため、次のような学生を求めます。 
1.子どもからアスリートまでの食育、栄養教育・指導に積極的に取り組
みたい人 
2.健康の維持・増進や疾病予防のための運動実技指導および栄養
指導について深く学びたい人 
3.国際栄養に興味・関心のある人 
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1.健康やスポーツに必要な食と栄養、並びに運動に関する基礎的・専門的知識と技術を修得し、創
造性豊かに展開する能力を有している。（DP1） 
2.栄養学やスポーツ科学を中心とした学問領域において的確な思考や判断ができ、適切な栄養指
導や運動指導が実践できる。（DP2） 
3.栄養と運動の関わりに深い関心を持ち、地域や国際社会における健康づくりや食育、スポーツの発
展に寄与・貢献する強い意欲を持っている。（DP3） 
4.世界の食文化や栄養学に精通し、健康の維持・増進や疾病予防のための望ましいライフスタイル
を提案し、栄養学を中心とした健康教育を推進する社会のリーダーとして幅広いフィールドで活躍でき
る技能を有している。（DP4） 
5.高等教育を経て、社会人としての基本的な思考力、問題解決能力、コミュニケーション力等を身に
つけ、社会の発展と福祉に寄与する真摯な態度を有している。（DP5） 
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①食品学総論● 
①食品学実験● 
②食品衛生学● 
②食品衛生学実験 
④食品加工学● 
④食品加工学実習● 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      ①スポーツ栄養学Ⅰ● 

      ②スポーツ栄養学Ⅱ 

      ②スポーツ栄養情報処理演習 

      ③スポーツ栄養指導実習 

      ③スポーツ栄養クッキング 

 

      ①生涯スポーツ科学● 

      ①健康管理概論● 

      ①トレーニング実践演習Ⅰ 

      ②トレーニング実践演習Ⅱ 

      ②臨床医学概論 

      ②スポーツ医学●  

      ②運動プログラム論● 

      ②身体運動実習Ⅱ ● 

      ②機能運動論● 

      ②応急手当実習● 

      ③身体運動実習Ⅰ● 

      ③理学療法論 

      ③健康体力評価論● 

      ③身体運動実習Ⅲ● 

      ③運動生理学実習 

 

スポーツ 

栄養学 

 運動学 

 ①栄養学総論● 

 ②応用栄養学● ● 

 ②応用栄養学実習 

 ③栄養機能食品論 

 ③栄養学実験● 

 ③臨床栄養学実習 

 ③臨床栄養学概論● 

 

 

 

アカデミック 

栄養学 

スポーツ栄養コース 
生活習慣病予防 

健康寿命延伸 

食生活・環境 

消費生活科学 

ライフステージ 

国際栄養 
②国際栄養論 
③国際健康福祉プログラムⅠ 
④国政健康福祉プログラムⅡ 
④災害時の食事・栄養管理実習 

健康栄養コース 

体力測定・評価 

運動生理学・科学 

スポーツ医学 

運動の指導 

勝つための栄養
サポート 

発育・発達 

③学校栄養教育論など 

●の科目と 
 ④フードスペシャリスト論 
 ④フードコーディネート論 
 ④食糧経済 
 ④消費生活科学 

指導力の高い栄養士 指導力の高い栄養士 

社会人基礎力育成 社会人基礎力育成 

①基礎演習Ⅰ・Ⅱ 
③専門演習Ⅰ・Ⅱ 
④卒業論文 

①調理科学● 
①基礎調理学実習● 
②応用調理学実習Ⅰ● 
②給食計画実務論 
②給食運営管理実習 
③給食管理実習（校外）Ⅰ 
④給食管理実習（校外）Ⅱ
④応用調理学実習Ⅱ 

給食の運営 

栄養と健康 

食品と衛生 

食事管理 

DP3 

DP4 

DP1 

健康運動実践指導者 
    ●の科目 

DP2 

健康スポーツ栄養学科 

栄養指導 

 ②健康食育論 

 ②生活習慣病と食生活 

 ②健康福祉論 

 ③食生活論● 

 
 
 
 
 
 
 
  

  

  
  
 ①障害者とスポーツ 

 ③公衆衛生学● 

 ④社会福祉援助技術 

 ④社会福祉論  

障がい者対応 

福祉・介護 DP5 

DP5 

フードスペシャリスト 
専門フードスペシャリスト 
フードスペシャリスト 
専門フードスペシャリスト 

栄養教諭二種免許状 栄養教諭二種免許状 

学士力醸成  学士力醸成  

 ①生化学 

 ①解剖生理学● 

 ①運動生理学Ⅰ● 

 ②運動生理学Ⅱ 

 ②解剖生理学実験 

 ②生化学実験 

DP1 

人体の構造と機能 

社会生活と健康 

  

 
 ①栄養教育指導論I● 

 ②栄養教育指導論II 

 ②栄養教育指導論実習 

 ③公衆栄養学概論 

 ③公衆栄養学実習 

栄養の指導 

DP2 

DP3 

健康学 

神戸女子大学健康福祉学部 
健康スポーツ栄養学科 


